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(57)【要約】
　ハンマーの柄(12)と、胴回り面の少なくとも一部に沿
って張られた支え台(14，24，24’)を有するハンマーヘ
ッド(13)とを備え、ピアノの弦を打撃するためのピアノ
ハンマーは、特に根本的により簡単でかつ復元可能なチ
ューニングを、特に可逆的でもなければならない現在の
技術から見て周知の通りに可能にするという趣旨に沿っ
て、引き続き開発されなければならない。そのために、
胴回り面に沿って異なる密度を有する支え台(14，24，2
4’)が形成され、かつ、弦または打撃すべき弦に衝突す
るハンマーヘッド(13)はその胴回り面の位置を調整でき
るものを提案する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハンマーの柄(12)と、胴回り面の少なくとも一部に沿って設けられた支え台(14，24，2
4’)を有するハンマーヘッド(13)とを備えたピアノの弦の打撃用ピアノハンマーであって
、支え台(14，24，24’)は、胴回り面に沿って異なる密度に形成され、また、ハンマーヘ
ッド(13)は、打撃すべき弦または打撃すべき複数の弦に衝突する胴回り面の位置を調整可
能である
　ことを特徴とするピアノハンマー。
【請求項２】
　支え台(14，24，24’)は、胴回り面に沿って異なる密度に圧縮された綿毛で構成されて
いる
　ことを特徴とする請求項１記載のピアノハンマー。
【請求項３】
　ハンマーヘッド(13)は、ハンマーの柄の中に張られた１つの回転軸(11)を中心に回転可
能な円筒状の回転体として形成され、また、ハンマーの柄(12)に対し相対的な所望の回転
位置で固定できる
　ことを特徴とする請求項１または２記載のピアノハンマー。
【請求項４】
　支え台(14，24，24’)は、回転軸(11)に対し垂直な平面にて回転体の周方向に沿って異
なる密度であるとともに、回転軸(11)の軸方向と平行な方向には同一の密度である
　ことを特徴とする請求項３記載のピアノハンマー。
【請求項５】
　打撃すべき弦または打撃すべき複数の弦に衝突するハンマーヘッドの胴回り面の位置を
調整するための電動機運転の駆動装置を備える
　ことを特徴とする請求項１ないし４のいずれか記載のピアノハンマー。
【請求項６】
　請求項１ないし請求項５のいずれかに記載されたピアノハンマーを少なくとも１つ備え
る
　ことを特徴とするピアノ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の上位概念に則ったピアノの弦を打撃するためのピアノハンマーに
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　本発明にて意味するフォルテピアノまたはクルツピアノとも呼ばれるピアノは、鍵盤を
通じていわゆるハンマーによって、張られた弦を打撃されることにより、振動または音を
発するように励起される同種の全ての弦楽器を包括する。ピアノは、その場合特に、弦が
垂直に張られて延びているいわゆるピアニーノ（小型アップライトピアノ）と、弦が水平
方向に調整するように配置されているグランドピアノとの２つのグループに分けられる。
【０００３】
　既に言及したように、このようなピアノは、典型的に、鍵盤のキーを押す圧力によって
、弦または複数の弦（高音では多くの場合２本または３本の弦が平行に張られている）に
衝突するいわゆるピアノハンマーを使い、ピアノの中の所定の空間に張られた弦を打撃し
てこの弦を振動させる。このピアノハンマーは、その上、ハンマーの打撃と並んで例えば
音の減衰のようなさらに他の音の構成要素を利用する複雑な機械的機構の中に配置されて
いる。ピアノハンマー自体は、ハンマーの柄とハンマーヘッドとを備えているが、このハ
ンマーヘッドは、確認の際に、実際に打撃すべき弦または打撃すべき複数の弦に衝突する
。ピアノハンマーのハンマーヘッドは、ハンマーの柄と同様に、多くの場合、中心部が木
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製であるが、原則としてこの材質に限定されない。この場合、ハンマーヘッドは、対応す
る鍵盤のキーが押されると、それと一緒にハンマーヘッドが打撃すべき弦に衝突する支え
台を有している。支え台の材質としては、現在普通に用いられているものでは綿毛が使用
されるが、かつては皮革も使用されていた。これに相当する性質を持つその他の材料も、
支え台として使用できると考えられる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　これまでのピアノでは、ハンマーまたはハンマーの支え台は、典型的に、対応するキー
を押した際に、それと一緒に弦または複数の弦に衝突する衝突面を含め、水滴形に形成さ
れている。そして、例えばハンマーヘッドの支え台として現在広く普通に用いられている
綿毛を使用する場合は、綿毛の密度または圧縮が、このハンマーの作動に際しての楽器の
音の性質や音調にとって決定的に重要な役割を果たす。そこで現在では、製作所における
ピアノの製作に際して、弦または複数の弦に衝突する部分であるハンマーの綿毛支え台は
、決められた工具を使って表面に穴が空けられ、このように綿毛が加工される間、楽器の
音のチューニングのために分解された状態である。この作業は、経験豊かな調律担当者に
よって行わなければならず、また、時間のかかる作業である。特に、説明した加工により
処理されるピアノハンマーやその支え台では、穴空けによって過剰に分解された綿毛支え
台を再び圧縮して復元することがほとんど不可能である。最悪の場合、ハンマーヘッドま
たはハンマー全体をさらに製作工程において交換しなければならず、そして、調律を改め
て行わなければならない。
【０００５】
　ここでは、特に根本的により簡単でかつ復元可能な、特に可逆的である必要があるチュ
ーニングを可能にするピアノハンマーを提供することによって、本発明に伴う対策が入手
されなければならない。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　振り返ってみると第一に呆れるほど簡単に見える、楽器の分野、より正確に言えばピア
ノ製作の分野における殆ど革命的な改革を意味する本発明のアイディアは、ハンマーヘッ
ドを、打撃すべき弦に衝突させることができる胴回り面に沿って様々な異なる密度の支え
台を有する構成にすることにある。その際、ピアノハンマーでは、ハンマーの柄に固定し
て配置されるハンマーヘッドは、それと一緒に弦または複数の打撃すべき弦に衝突するそ
の胴回り面の位置を調整可能であることが、その他の決定的に重要な視点である。
【０００７】
　この２つの構成により、最初からピアノハンマーに、定義された（また復元可能でかつ
可逆的に調整可能な場合に限り）様々な異なる密度の支え台を備えさせることにより、ま
た、ハンマーがそれと一緒に弦に衝突するハンマーの胴回り面の位置を調整することによ
り、ピアノの調律または音の調整に際して、調整を行うことが可能になる。違う言葉で言
えば、楽器製作者または楽器調律師は、穴空け器またはそれに相当する道具を使って綿毛
支え台を分解する必要なく、また、この分解が「過剰」な場合、さらにハンマーヘッドま
たはハンマー以外に全体を交換するという修正の可能性が生じることなく、ハンマーの柄
に対し相対的なハンマーヘッドの簡単な位置転換により、ピアノの音色を調節できる。
【０００８】
　これによって、楽器の調律を非常に速く達成できるようになるだけでなく、特に調律ミ
スを修正することも、また、後々の時点で調律を再度しなおし新たに調律することができ
る。
【０００９】
　本発明により異なる密度の支え台を作り出す簡単な方法は、胴回り面に沿って様々な異
なる密度に圧縮された綿毛支え台を用いることにある。例えば、基本的に円形状のハンマ
ーヘッドを使用すると、綿毛の材質が圧縮されることにより、楔形に増大し均等な最終強
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度に至る初期強度が得られた綿毛の細長い切れ筋を胴回り面に貼着できる。この場合、連
続的に変化する材質密度の程度が明らかになり、それにより段階なしに、ハンマーヘッド
の数多くの調節が可能になる。
【００１０】
　本発明に係るピアノハンマーを構成する簡単な方法は、例えば円筒状に形成されたハン
マーヘッドが、ハンマーの柄の中に張られ回転軸の周りを回転可能な回転体であるととも
に、ハンマーの柄に対して相対的な望ましい回転位置で固定できりようにすることである
。この回転位置の固定は、例えば、回転軸自体への取付螺子の締め付け或いは螺子止めに
よって、またはその他の適切な方法で行うことができる。この場合、回転体は、打撃すべ
き弦または打撃すべき複数の弦の上の衝突箇所までのハンマーヘッドの距離を変えること
なく、また、キーを押す際に例えば他の種類の機械的機構がそれによって生じることなく
、回転軸を中心に回転させることができる。このように構成されたハンマーヘッドの捻じ
曲げは、両方向、すなわち前方向と後方向とに行うことができ、それによって、楽器のチ
ューニングの際に、望ましい音程調整ができるまで修正可能である。
【００１１】
　それとともに、支え台が、回転軸に対して垂直な１つの平面内にて様々な異なる密度で
あり、かつ、回転軸の軸方向の平行方向には一様な密度であれば、ハンマーヘッドは、唯
一つの音調を作り出すために平行して打撃すべき多くの弦をピアノ内で均等に打撃するこ
とが好ましい。
【００１２】
　また、ピアノハンマーは、打撃すべき弦または打撃すべき複数の弦に衝突する胴回り面
の位置を調整できる電動機運転の駆動装置を備えた構成にしてもよい。こうした電動機運
転の駆動装置は、ピアノの製作終了時に行うべきチューニングにおいて、作業を容易にで
き、かつ、作業時間を短縮できるがこれが主要な作用効果であるわけではない。こうした
駆動装置を用いると、他方ではまた、後々の時点で、ハンマーまたは複数のハンマーの胴
回り面の位置調整、および、弦または複数の弦を一緒に打撃する支え台の密度調整によっ
て、ピアノのチューニングを変更または適合させることができる。こうして特に、ピアノ
の異なる使用、例えば様々なスタイルまたは作曲家の音楽の演奏に対して、それぞれ異な
る音程調整をピアノに行うことも可能である。ここで、例えば、ピアノ内にある制御装置
と協力し、それぞれの弦に対するハンマーの胴回り面のその時々の位置による衝突を制御
装置を介してコントロールすることにより、事前に調節した音程調整を自動的に調節でき
る。これによって、ピアノの使用可能性の可変性が明らかに高まり、これまでは、場合に
よって２つまたはそれ以上の楽器をコンサートホールなどの会場に準備する必要があった
が、同じ１つの楽器を全く異なる様々な音程調整を行って演奏可能になる。
【００１３】
　本発明が対象とするのは、上述の特徴を備えた少なくとも１つのピアノハンマーを有す
るピアノ自体でもある。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
　本発明のその他の利点および特徴は、図を用いた以下の事例の説明から明らかである。
各図は以下のものを示している。
【図１】図１は、現在の技術に基づく従来のピアノハンマーを概略的に示す。
【図２】図２は、本発明の一実施形態のピアノハンマーのハンマーの柄に懸架されたハン
マーヘッドを部分的に示す。
【図３】図３は、ピアノハンマーのハンマーヘッドのための異なる密度である支え台を有
する構成を２つの図ａ）およびｂ）で示す。
【図４】図４は、ハンマーヘッドのための様々な領域が異なる密度である支え台を有する
その他の構成を図３と比較して示す。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
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　本発明の設計事例は、図により図式的にかつ容易に図解できるように示され、これに基
づいて説明されている。図１は、従来の技術に基づくピアノハンマーを示しており、本発
明の実施形態は、図２ないし図４に略図で示されている。
【００１６】
　図１には、従来のピアノハンマー１、具体的にはグランドピアノに取り付けるためのピ
アノハンマー１が、比較のために示されている。グランドピアノでは、ピアノハンマー１
は、弦をしたから打撃するため、図１では取付状態が示されている。このピアノハンマー
１は、打撃のため、ハンマーの柄２の末端に配置されたハンマーヘッド３とともに上方へ
向かってはね上がった形状であり、ハンマーヘッド３の支え台４とともに、打撃すべきピ
アノの弦に衝突する。その際、ハンマーヘッド３、より正確に言えばその先端に位置し典
型的には綿毛にて形成された支え台４が、常に、表面上の同じ１つの領域にて打撃すべき
弦に衝突する。
【００１７】
　従来の技術では、こうしたピアノハンマー１は、このピアノハンマー１が取り付けられ
たグランドピアノの音の仕上げの際に、弦に衝突するハンマーヘッド３の支え台４の表面
流域において、穴を空けて綿毛がほぐされることにより、ピアノ調律師によってグランド
ピアノの音程調整できるまで音を鳴らして調律される。ハンマーヘッド３または支え台４
は、従来の技術に基づくピアノハンマー１の場合、ハンマーの柄２に対し、固定的に位置
決めされており動かすことができない。このような構成では、グランドピアノの弦に衝突
する支え台４の表面は、その位置を変えることができない。
【００１８】
　図２に図式的に示されている本発明のハンマー10の場合、従来とは違った形態で構成さ
れている。本発明では、支え台14を備えたハンマーヘッド13が、ハンマーヘッドの柄12に
取り付けられている。ハンマーヘッド13は、円筒状に形成されており、図１と同様に綿毛
から形成された支え台が、ローラーの表面に張り巡らされている。ハンマーヘッド13は、
回転軸11で回転できるよう、ハンマーヘッド13をフォークのように取り囲むハンマーの柄
12の軸受に取り付けられている。支え台14は、それぞれ異なる密度である様々な領域また
はゾーン15ないし19をはっきり識別できる。
【００１９】
　本発明では、胴回り面に沿って異なる密度であるハンマーヘッド３が回転軸11を中心に
回転可能であり、それによって、ハンマーヘッド13が打撃すべき弦に衝突するその表面の
位置（それとともに、また、その時々で対応する様々な密度である領域15，16，17，18，
19）を、回転軸11を中心としたハンマーヘッド13の簡単な回転により調節できる。調節が
行われた場合は、ハンマーヘッド13をハンマーの柄12に対して相対的に位置決めし、例え
ば適切な手段を用いて回転軸11を動けなくすることにより固定できる。
【００２０】
　本発明に係るピアノハンマー10を使えば、楽器の望ましい音程調整の調律が、従来の技
術に基づくピアノハンマー１の場合のような綿毛支え台４の機械的なほぐしによる方法よ
りも、より簡単にでき、かつ、一旦調整した後でも前の状態に復元可能であることが明ら
かである。
【００２１】
　図２には、区域別に様々な異なる密度を有する合計５つの領域（領域15ないし19）が支
え台14中に形成されたハンマーヘッドが図式的に示されている。また、図３ａに示され、
符号20が付されているような、特に綿毛支え台にすることができる支え台14は、例えば綿
毛を圧縮することによって形成できる。ここでは、図３ａに矢印で示唆された方向に沿っ
て押しつぶされて圧縮される初期材料としては、様々な高さ（階段状の構造）の領域を有
しそれぞれ一様の密度の綿毛が選択される。いずれにせよ、異なる密度の５つの領域（左
から右へ向かって段階的に密度が高くなる）を有し、図３ｂに示されたような厚さを統一
した綿毛支え台が成立する。さらに、より細かい調整を可能にするため、図４ａに示され
、符号20’が付された綿毛のように、綿毛を圧縮できる。図４ｂに示されるように連続的
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細かい調整を可能にする支え台24’を有する構成となる。図３および図４に関しては、完
成した支え台24，24’は、符号が付された平面に対し垂直方向に統一的な密度であるとと
もに、図３ｂの支え台24の場合は段階的に５つの領域で、図４ｂの綿毛支え台24’の場合
は、連続的かつ急に変化することなく、向かって左から右に漸次密度が変化することが重
要である。
【００２２】
　最終的に本発明の範囲内では、図２のようなピアノハンマー12にハンマーヘッド13を電
動機運転で駆動して回転軸11を中心に回転させ、また例えば自動制動装置を介して衝突し
た位置に留めておく駆動装置（図示していない。）を備える構成にしてもよい。望ましい
音程調整を一回で電動機運転により調整し、それによって迅速かつ効率的に作業をできる
という純然たる可能性があるとともに、この構成の場合特に、使用状況に応じた楽器の音
程調整の更なる自由度が生じる。非常に簡単な超小型モータを用いて、ハンマーの柄12を
通って延びるケーブルの敷設（エネルギー供給と制御信号）により実現できるこのような
電動機運転による駆動装置は、例えば、事前に調節された音程調整に基づいて、ハンマー
ヘッド13の回転により適切に調節するように、楽器の中に配設された制御装置と協力でき
る。
【符号の説明】
【００２３】
　１　　ピアノハンマー
　２　　ハンマーの柄
　３　　ハンマーヘッド
　４　　支え台
　10　　ピアノハンマー
　11　　回転軸
　12　　ハンマーの柄
　13　　ハンマーヘッド
　14　　支え台
　15　　領域
　16　　領域
　17　　領域
　18　　領域
　19　　領域
　20　　綿毛
　20’　綿毛
　24　　支え台
　24’　支え台
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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